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学 位 論 文 要 旨 
 
























解析に使用する機能画像(T2*-weighted gradient-echo echo-planar imaging;EPI)、解
剖学的な参照画像(T1-weighted magnetization prepared rapid-acquisition 
gradient-echo(MP-RAGE) images)の撮像には3.0 T MRI装置 (Allegra, Siemens, Erlangen, 
Germany)を用いた。また得られた画像はSPM2(Wellcome Department of Cognitive Neurology, 
London, UK)を用いて解析した。 
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 考 察 
側頭極は文の意味処理の構築や記憶想起によりしばしば有意な信号変化が見られる領域
である。今回の実験では皮肉検出における発話文の意図理解に必要な状況文の想起とその
文脈構築に関連した賦活と考えられた。また後部上側頭溝は、文理解に際して単語の意味
的統合に関与する領域である。今回の実験では状況文、発話文の両方でこれらの側頭領域
が有意な信号変化を示しており、この領域の賦活は文章理解の機能の一部として働いてい
ることが示唆された。 
補足運動前野における有意な信号変化も状況文、発話文ともに賦活が見られるため、言
語処理を反映したものである可能性が高い。一方で、内側前頭前野の一部は状況文では有
意な信号変化が見らないものの、皮肉検出処理にて有意な信号変化が得られた領域である。
この領域は側頭極、上側頭溝と直接の線維連絡がみられ、心の理論と関係する領野として
知られている。また帰納的推論にも関係し、言語的整合性の判断や道徳的判断、語用論的
理解、物語理解といった課題でも有意な信号変化が見られる領域でもある。よってこの領
域は他者の意図を理解するための帰納的推論を行うmentalizingの神経基盤として重要な
領域と考えられ、皮肉検出の理解には必要不可欠な領野であることが示唆される。 
左下前頭回は文理解における語彙の意味理解や比喩理解など複雑な言語処理を行う領野
として知られている。皮肉か否かの判断には社会規範の知識や状況文で得られた文脈に基
づく理解が必要なのに対し、無関係文ではその必要がない。今回の皮肉検出における左下
前頭回の有意な信号変化は、文脈に基づいた発話文理解において単なる文理解とは異なる
皮肉検出に特異的な役割を果たしていることを反映した結果と考えられた。 
 
結 論 
皮肉の検出に関わる神経基盤はmentalizing処理と言語の意味理解処理に関わる神経基
盤と密接に関係する。また、皮肉検出時における左下前頭回はmentalizing処理と言語処理
の相互作用が生じる領域として重要であることが示唆された。 
